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自民党第３回畜酪委開催、
令和７年度畜産物価格等取りまとめは幹部に一任

　自民党の第３回畜産・酪農対策委員会が23日、党
内で開催され、令和７年度畜産物価格および関連対
策の決定に向けた議論が行われた。なお、取りまとめ
については酪農対策委員会の幹部に一任するとし、
24日の畜産・酪農対策委員会で決定後、総合農林政
策調査会・農林部会合同会議で報告予定だ。
　冒頭、簗和生畜産・酪農対策委員長は、「これまで
２回にわたり議論を重ねてきた。本日は最後の議論
になるが、来年度の畜産物価格等および関連対策に
ついて取りまとめていきたい」とあいさつ。続いて、宮
下一郎総合農林政策調査会長が「今、畜産・酪農は
大きな転換期を迎え、持続可能な生産基盤の維持、
発展について皆さま不安な部分もあると思う。ここで、
畜産物価格をしっかりとしたメッセージとして出して
いき、関連対策もきちんと示すことが、われわれが問
題意識を把握し、皆さんをサポートしていることを示し
ている。締めくくりの議論を充実したものにしていただ
き、価格決定につなげていきたい」と述べ、最後に上
月良祐農林部会長が「畜産・酪農の関係者には、今
回の決定こそが自分たちに関わる肝心な部分である。
最後まで力を抜くことなく、現場を支えていく」と呼び
かけた。
　次に、事務局がこれまでの畜産・酪農対策委員会
における主な意見を報告。このうち、肉用子牛関係で
は、「離島の子牛価格が低迷しており厳しい状況。離
島の実態に合った支援をお願いしたい」「生産者は、
市場では肉がダブついていて価格が上がらないので
はないかと不安に思っている。補正で需要拡大対策
を措置してくれているが、生産者の不安を払

ふっしょく

拭してい
く必要がある」という意見を報告。
　また、飼料関係では、「畜産物の自給率は飼料自給
率を考慮すると低い状況。国産飼料をどのように確保
していくのかを議論すべき」「主食用米は、取引価格が
高いので作付けが増えると思う。飼料用米が主食用
米の調整弁とならないようにしていく必要がある」「エ
コ畜後継事業は、幅広い生産者が取り組みやすい内
容としてほしい」とし、動物衛生関連では「ランピース
キン病について、正しい情報発信を積極的にお願い
したい」「豚熱などのほか、ランピースキン病等、新た

な疾病への対応も必要となっており、野生動物も含め、
（人獣共通の）ワンヘルスを念頭に家畜疾病対策を
考えてほしい」「県と連携し、農水省主導で引き続き緊
張感をもった対応を。発生県以外の県で子牛を引き
受けないなど風評被害が出ている。また、輸出の交渉
を引き続きよろしくお願いする」「届出伝染病の位置付
けを整理すべき。同じ届出伝染病なのに牛白血病など
と対応が異なることを説明、整理していく必要がある」
「再導入の支援はとてもありがたいが、額については
不十分という声も上がっている」「鳥インフルエンザ等
家畜疾病対策本部を開いて、各種家畜疾病について
の勉強会を開催してはどうか」「国際空港だけではな
く国内線も含め、消毒マット整備などの水際対策を強
化していく必要がある」などの声が上がった。
　意見交換では、「牛の場合は牛マルキンなどがある
が、生産費を製品にしっかりと反映させていく必要が
ある。また、価格転嫁なども、今後の課題として頭に入
れていかなければいけない」「市場価格（肉用牛）とは
何かという声が現場から上がっている。少し傷がある
とはねられて、価格自体が適正に捉えられていないの
ではときいている。現場の人たちが支えられるように、
しっかり運用していただきたい」という声が上がった
ほか、農水省は和牛肉需要拡大対策について、「補
正予算では、和牛肉の需要拡大事業については、ア
ナウンス効果もあり、この時期は季節性需要で牛肉
の値段は高まる傾向にあるが、去年以上に伸びてい
る。来年１月以降も価格を落とさないように、この事業
を使っていかなければいけない。現場での周知ととも
に、地元でも力添えをいただきたい」と呼びかけた。
　最後に、簗委員長は「安心して営農ができる適切な
対策を行っていきたい」と述べ、閉会した。
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　自民党の総合農林政策調査会・農林部会・農政推
進協議会が23日、党内で開催された。会合では、令和
７年度農林関係予算における折衝状況および大臣
折衝事項などの報告が行われた。冒頭、宮下一郎総
合農林政策調査会長・農政推進協議会長は「今年、
通った食料・農業・農村基本法の基本計画を形にす
るのが今回の予算である。補正予算にはある程度方
向性を示すことができたので、本予算でも方向性を形
にできるよう取り組んでいきたい。骨子となる部分は
大臣折衝が残っているので、良い予算となるよう折衝
に臨まれる大臣を大いに激励してほしい」と述べた。
　続いて、農水省の長井俊彦大臣官房長から7年度
農林関係予算の折衝状況ならびに大臣折衝事項が
報告された。
　畜産・酪農の生産基盤の強化では、畜産生産体制
の強化として、遺伝子解析技術などを活用した家畜
改良の推進、肉用牛の出荷月齢の早期化、和牛の信
頼確保のための遺伝子型の検査、乳用牛の長命連産
性向上に資する取り組みや、畜産関係団体やＩＴベン
ダー等が連携し、生産関連情報を集約・活用する体
制を整備する取り組みなどの支援に8億円（令和6年
度当初予算額＝８億円）、コンソーシアムが取り組む
食肉処理施設や乳製品加工施設の再編・高度化な
どに必要な施設や輸出ニーズに対応するための精肉
等加工施設の整備、家畜市場の合併に必要な施設
の整備などの支援に12億円（24億円）を計上。また、
酪農・肉用牛経営者らが連携した有機飼料の生産拡
大、家畜排せつ物処理施設の機能の強化、アニマル
ウエルフェアに配慮した飼養管理の普及・定着や畜
産ＧＡＰの拡大に向けた取り組みなどを支援する「畜
産・酪農における環境負荷低減等の取組の推進」で
は、飼料生産基盤立脚型酪農・肉用牛産地支援に56

農林部会等合同会議で折衝状況報告、江藤農相予算折衝に臨む―自民党

億円の内数を新たに創設するほか、農山漁村地域整
備交付金762億円の内数（770億円の内数）、持続可
能性配慮型畜産推進事業1億円（1億円）が盛り込ま
れた。
　このほか、牛マルキンや豚マルキンなどの「畜産・酪
農経営安定対策」に2296億円（同額、ただし令和7年
度畜産物価格等の決定を踏まえた変更の可能性あ
り）、「家畜衛生等総合対策」に77億円（88億円）、消
費・安全対策交付金に19億円（17億円）の予算が計
上されている。
　輸出関連では、輸出産地・事業者の育成として、国
内生産事業者と現地販売事業者をつなぐ新たなサプ
ライチェーンの構築、輸出産地形成、ＧＦＰによる伴
走支援、輸出人材の育成・確保などの支援・輸出向け
ＨＡＣＣＰ等対応の施設・機器、農畜水産物の輸出
対応型施設や卸売市場の整備などの支援について
は68億円（44億円）と増額計上となっている。
　「大臣折衝事項」については、「地域計画を核とした
施策の構築」「日本型直接支払いの見直しなどによる
施策の充実・強化」を掲げ、担い手への機械導入支援
や新規就農者の育成・確保などを推進するための予
算を確保する。
　その後、予算折衝を控える江藤拓農水大臣を迎
え、宮下一郎総合農林政策調査会長をはじめ、農業
団体から激励の言葉が贈られた。これを受け、江藤大
臣は「大臣になったその日から、予算獲得のために努
力してきた。前回よりも高い緊張感を持っており、しっ
かりとした予算を獲得するのは厳しい道のりであると
認識しているが、この節目となる時期に大臣であること
を名誉と受け止め、先生方のお力添え、諸先輩方のご
協力があれば何とか形にできると思っている。全力で
期待に応えられるよう、折衝に臨みたい」と語った。

日本畜産物輸出促進協会がベトナム・ホーチミンで和牛セミナー開催

　一般㈳日本畜産物輸出促進協会（井出道雄会長）
は2025年１月14日、ベトナム・ホーチミンのロッテホテ
ルサイゴンで、日本産和牛セミナーを開催する。食肉
事業者、レストラン関係者、小売事業者、メディアを対

象に、日本産和牛の品質の高さや新たな魅力を訴求
するとともに、QRコードを用いた和牛品質情報提供
システムの普及・啓発やカッティングデモを行う。
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農林水産物等輸出促進協の農水大臣賞に
スターゼン、和牛マスター輸出拡大コンソーシアムなど４事業者が受賞

農水省は20日、令和6年度農林水産物等
輸出促進全国協議会（会長=茂木友三郎・
キッコーマン取締役名誉会長）の総会を東
京都千代田区のザ・キャピトルホテル東急で
開催した。総会では農林水産物・食品の輸
出促進に取り組む優良事業者表彰の受賞者
が発表された。農林水産大臣賞には、最高
の技術と輸出専用ブランドで和牛の海外輸
出を展開するスターゼン㈱、神戸牛をはじめ
全国のブランド和牛を姫路発でプロモーショ
ンする和牛マスター輸出拡大コンソーシアム、㈱芦
別RICE、㈱カクニ茶藤の4事業者を受賞。農水省輸
出・国際局長賞には6事業者が選ばれた。また、日本
食海外普及功労者として3人を表彰した。

同協議会は農林水産物・食品の輸出促進を図るた
め官民が一体となった取り組みを推進することを目的
に、農林水産団体、食品産業、流通関係団体により
構成されている。総会には、石破茂首相（ビデオメッ
セージ）、江藤拓農水大臣（下写真右）が出席した。

石破茂首相は、食習慣の異なる海外において日本
食の普及・市場開拓に取り組んできた企業に深く敬
意を表すると述べたあと、「わが国の農林水産物食
品の輸出額は昨年、過去最高を更新して1兆4500億
円を超えた。安全でおいしい農林水産物・食品の生
産や輸出に熱心に取り組んできた企業の努力のたま
ものである。海外の日本食レストランの店舗数は昨年
18万店舗を超え10年前の3倍となり、訪日観光客も9
月までに1688万人に達した。旅行消費額も過去最高
額となっている。食品のおいしさと安全性を考えると、
さらに輸出量も増加することが想定される。今後も政
府としては、世界が求める日本産農林水産物・食品
の輸出拡大に努めていく」とメッセージ。

総会の冒頭、茂木会長は、「このほど伝統的酒造
りがユネスコ無形文化遺産に登録されたことを心か
らうれしく思う。日本酒が世界中からさらに注目され
輸出拡大にもつながることを期待する。農林水産物・
食品の輸出に関しては、昨年8月から中国の輸入規
制による影響が大きい中、本年1月から10月期は昨年
に比べて増加に転じており、輸出先の多角化が進ん

でいると感じている。世界の食市場は2020年の906
兆円から2030年には1500兆円に拡大するといわれ
ている。政府は世界の食市場の成長を農業食品産業
の向上につなげ、国内生産基盤の強化を図るべく、
海外からの事業拡大の取り組みと供給力向上を両
輪として実施する方針を打ち出している。海外からの
事業拡大においては食品産業の海外展開や観光な
どのインバウンドによる相乗効果が重要と考える。本
日、表彰される事業者には、今後も海外で農林水産
物・食品の需要拡大に向けた取り組みを期待する」
とあいさつ。

江藤農水大臣は、「世界の人口は増加しており、
世界の食のマーケットは2030年には現在の1・6倍に
拡大すると想定される。また、訪日観光客に関しても
今年は初めて1カ月で300万人を超えるなど過去最多
となっている。こうした中、日本の農林水産物・食品
などの魅力を伝え、世界の市場を開拓し輸出を拡大
することは、国内の生産基盤を維持して、食料安全保
障を確立するためにも重要となってくる。今年5月には
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　米国農務省（USDA）が公表した12月１日現在
の牛フィードロット飼養頭数（１千頭以上収容）は
1198万2千頭と前月より1万6千頭増加し、ほぼ
前年並みとなった。州別の飼養頭数は表のとお
り。
　導入頭数をみると、11月は前月より47万頭減
少し179万6千頭となり、前年より4％減少した。
導入頭数を体重別にみると600ポンド未満が49
万5千頭、600〜699ポンドが42万頭、700〜
799ポンドが37万5千頭、800〜899ポンドが27
万6千頭、900〜999ポンドが14万5千頭、１千
ポンド以上は8万5千頭だった。

12月の米フィードロット飼養頭数は前年並みの1198万2千頭

　また、11月の出荷頭数は172万5千頭と前月より12
万頭減少し、前年より1％減少した。

州 2023/12/1 2024/11/1 2024/12/1 前年比（％） 前月比（％）

アリゾナ 266 231 232 87 100

カリフォルニア 510 515 510 100 99

コロラド 1,030 1,060 1,060 103 100

アイダホ 330 330 330 100 100

アイオワ 640 670 660 103 99

カンザス 2,500 2,410 2,420 97 100

ミネソタ 100 105 105 105 100

ネブラスカ 2,580 2,580 2,600 101 101

オクラホマ 325 365 365 112 100

サウスダコタ 230 225 235 102 104

テキサス 2,910 2,880 2,880 99 100

ワシントン 270 270 260 96 96

その他 325 325 325 100 100

米国 12,016 11,966 11,982 100 100

単位：頭数は千頭、割合はパーセント

食料・農業・農村基本法が改正され、農産物の輸出
の促進を図る旨の条文が追加された。国としてもこれ
まで以上に海外輸出を応援していく」と述べた。

農林水産大臣賞を受賞したスターゼン㈱の横田
和彦社長（左頁下写真左）は、「今回の受賞は海外
輸出に向け営業拡大する中で大きな後押しとなる。
海外への和牛輸出は経営理念の『食の感動体験を
創造することで世界中の人 と々食をつなぎ続ける』に
沿った事業である。世界中に和牛のおいしさを広め
るため、輸出認定工場の整備に努め、現在では51の
国・地域に向けて輸出できる体制を構築している。現
在は調理方法の提案に注力している。薄切り肉を食べ
る文化がある国は少なく、カタやモモのメニュー提案
ができる人材の育成に力を入れ、海外の顧客に向け
て試食会やカッティングイベントを開催して、和牛の
魅力を世界中に届けていく」と受賞の言葉を述べた。

続いて、和牛マスター輸出拡大コンソーシアムか
らエスフーズ㈱の村上真之助社長（右頁写真）は、
「和牛マスターは20数年前から海外輸出に向けた取

り組みを開始してい
る。その後、和牛マ
スターの新施設が
稼働となり、日本を
代表する和牛ブラン
ドである神戸ビーフ
の海外輸出も開始
した。和牛の海外
輸出の取扱量は順調に増加しており、東南アジアで
は、すき焼きやしゃぶしゃぶを提案してきた。輸出事
業では高額な投資が必要となる中で、輸出先国の規
制により輸出できないなどハードルが高い。今後も行
政機関には、輸出企業の円滑な業務に向けた後押し
を期待する」と述べた。優良事業者は次のとおり。

農林水産大臣賞　スターゼン㈱、和牛マスター
輸出拡大コンソーシアム、㈱芦別RICE、㈱カクニ茶
藤▽農林水産省輸出・国際局長賞　大吉商店㈱、
石丸製麺㈱、越後製菓㈱、チョーヤ梅酒㈱、㈱ネイ
バーフッド、丸啓鰹節㈱

　農水省は20日、わが国の家禽由来製品の最大の
輸出先である香港向けについて、島根県、新潟県お
よび香川県からの輸出が再開したと発表した。
　このほど高病原性鳥インフルエンザ防疫措置完了

香港向け家禽由来製品の輸出再開（島根、新潟、香川県）

から続発なく28日が経過したため、発生県からの輸
出再開について協議を行ってきたところ、香港当局と
の間で、鳥インフルエンザに関する清浄性が認められ
た3県からの輸出再開について合意した



SHOKUNIKU SOKUHO6

令和6年（2024年）12月24日（火）　食肉速報　第11623号　（第三種郵便物認可）

今年の輸入副生物需給を振り返ると、春先から夏
場までは米国産牛のと畜頭数減少や円安に大きく傾
いた為替の影響もあり、主要焼き材は高値圏での推
移が続いた。ただ、実質所得が増加しない中、節約志
向の強まりは顕著で、末端消費の盛り上がりはGWや
盆休みもいまひとつであり、相場と実需の乖

か い り

離は大き
くなっていった。特に不振が続いたのが量販店。コロ
ナ後のレジャー需要の回復や、拡大するインバウンド
消費などもあり、外食需要は一定の底堅さをみせた。
ただ、消費傾向が「外では散財しても普段使いでは緊
縮する」という”メリハリ消費”の傾向が鮮明となって
おり、平常月では高単価商品のタンやアウトサイドス
カートの動きは鈍く、とくに旧盆明けは低調な動きが
続いた。

また、外食需要が堅調であったといっても、内臓肉
の外食向け需要の多くを担う焼き肉店を取り巻く経
営環境は決して順調ではない。2024年の焼き肉店倒
産件数は過去最多を記録。コロナ禍で急増したとさ
れる、居酒屋などから焼き肉店に業態転換を図った
資金力の低い店舗が、競争激化により淘

と う た

汰されたこと
もあるが、国産、輸入牛肉をはじめとする関連商材の
高騰もあり、価格転嫁が難しい状況が続いていること
もある。「一般的な宴会の予算では飲料を含めると焼
き肉店では予算内に収まらず、選ばれなくなっている」
（焼き肉店経営者）という声もあるように、小規模店
だけでなく、ある程度の規模感をもつ店舗でも苦境に
陥っているケースは多い。

こうした状況下、タンやアウトサイドスカートは価格
面での売りづらさが響き、夏場の需要期が終わった

今年の輸入副生物現物相場を振り返る－円安で相場と実需の乖離強まる

秋口から10月後半にかけては、複数の大手卸から大
幅なプライスダウンによる投げ物も散見される状況
で、各社とも在庫整理の動きも目立った。

一方、白物は相対的な割安感から例年より動きは
良化し、ラージ、スモールとも堅調に推移。夏場の記録
的な猛暑から、鍋物需要の盛り上がりの大幅なずれ
込みが予想されていたため、相場は大きく動くことは
なかったが、秋以降はじわじわと下値を切り上げた。
11月下旬以降は急激に寒さが強まったことで、動きは
一段と良化し、「おでん商材」のアキレスやメンブレン
なども堅調に推移した。全体的な物価高騰により「節
約」商材として鍋物が選択される土壌もあり、量販店
としても値頃感とビタミンなどの栄養が豊富な「健康
食材」としてもアピールしやすいことから、重宝されて
いるようだ。

各社とも在庫整理が一巡した11月後半以降は焼
き材についても動きは徐々に良化。為替が再び大き
く円安に振れたこともあり、「待っていても値段が下
がらない」と考えた卸筋からの引き合いが出てきたこ
とも一因であるとみられる。年末商戦に向けての動き
は現段階では「まずまずで昨年並み」「やや悪い」と
あまり活況さを感じさせていないが、年明け中旬の連
休前までは、補充買いもあってしっかりした動きが続
きそう。年明けは中旬以降の実需は大きく緩むと思わ
れるが、為替レートが160円に迫っている状況や米
国産牛肉の供給量も引き続きタイトであると見込まれ
ること、大手各社の在庫水準が高くないと思われるこ
とから、当面は大幅な値崩れは起こさず、弱もちあい
で推移するのではとみられる。

　日本チェーンストア協会（JCA、尾﨑英雄会長）は
10日、「～チェーンストア広報担当者が選ぶ～ 2024
年チェーンストア10大ニュース」を発表した。上げられ
たニュースは以下のとおり。
　１．令和６年能登半島地震、大雨災害による複合
災害▷２．セブン&アイ・ホールディングスの大きな転
換点▷３．令和の米騒動▷４．パリ オリンピック・パ

ラリンピックの開催▷５．小林製薬 紅麹で健康被害
▷６．２０年ぶりの新紙幣発行▷７．石破内閣発足▷
８．働く環境の変化進む 座ってレジ接客、身だしなみ 
ルールの緩和、カスハラ対策強化など▷９．物価高 食
料品などの値上げラッシュ▷10．南海トラフ巨大地震
臨時情報発表

JCAが24年10大ニュース発表、能登災害、セブン&アイHDなど
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カナダポークが大阪・あべのハルカスで
クリスマス料理のクッキングイベントを開催

カナダポークは21日、大阪市阿倍野区の辻ウェル
ネスクッキングあべのハルカス校で、子供たちを対象
に、カナダポークを使用したクリスマスメニューのクッ
キングイベントを開催した。同イベントは、カナダポー
クを使用して、華やかなクリスマスメニューを作るとい
うもの。

イベントの冒頭、カナダポーク日本事務所の木村
憲氏マーケティングディレクターが、カナダやカナダ
ポークのスライドショーを紹介しながら、「カナダは世
界で２番目に大きな国。広い自然の中でいろいろな食
物を作っているので、今日、皆さんには、何か１つでも
カナダに対しての興味を持ってほしいと思う」とあい
さつ。

その後、小学校低学年を中心とした約２０人の参
加者が、カナダポークを使った「ミートグラタン」と、
カマンベールチーズをカナダポークのバラ肉で巻い
て揚げたものに、トナカイの角に見立てたプレッツェ
ルをあしらった「トナカイのアメリカンドッグ風」の２
品を、スタッフの実演・指導の下、調理・試食を行っ
た。

辻ウェルネスクッキングの辻守社長は「カナダポー
クは、カナダの新鮮な水や空気など、豊かな大自然
の中、穀物で育てられた高品質な豚肉。トレーサビリ
ティなどの管理も厳格であり、安心して使用できる。
今回のようなイベントを通じて、子供たちには、自分

たちの身の回りの食材に関心を持つきっかけになっ
てほしいし、国内の農産物だけでなく海外にもおいし
い食材があるという“食のグローバル化”のようなもの
を料理教室で楽しく学んでもらえるとうれしい」と、カ
ナダポークの魅力およびイベントの趣旨について話し
た。

　関東圏で高い支持を集めているディスカウント型
スーパーのオーケー㈱は11月26日に大阪府東大阪
市に関西初出店となる「オーケー高井田店」を開店。
高い期待から関西でも話題となっている。来年1月
23日には、兵庫県西宮市に、関西2号店となる「オー
ケー西宮北口店」を開店する。
　また、このほか25年夏に兵庫県尼崎市に「南武庫
之荘店」、同秋に兵庫県伊丹市に「北伊丹店」、同冬
に神戸市「垂水小束山店」およびもう1店舗を出店予
定。26年は大阪府内に７店舗を予定している。また、

オーケーが25〜26年、関西に計12店舗以上出店すると発表

25年および26年の出店数は確定ではなく、今後も増
加する可能性があるとしており、積極的な出店攻勢
が見込まれる。現在157店舗で、大阪府の１店舗以
外は東京都、神奈川県、埼玉県、千葉県と関東エリ
アに出店している。
　オーケー西宮北口店は兵庫県西宮市芦原町11-
1-1、ブランズ西宮北口1階で、1階は店舗と駐車場・
駐輪場、2〜10階が分譲マンションとなっている。売
り場面積は882㎡、駐車台数26台。最寄り駅は阪急
神戸本線・今津線「西宮北口駅」で徒歩７分。
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　日本スーパーマーケット協会など流通3団体がまと
めたスーパーマーケット販売統計調査資料によると、
11月の食料品売上高は1兆490億947万円（全店
ベース前年同月比5・7%増）となった。
　 畜 産 品の売 上 高は1 2 5 7 億 7 8 3 1 万 円( 4・
8 % 増 ）で 、牛 肉 や 輸 入 肉 は 相 場 高 が 継 続 す
る 中 、 豚 肉 や 鶏 肉 を 中 心 に 好 調 と な っ

［ＳＭ販売統計調査11月］畜産品の売上高は前年同月比４・８％増

た。牛肉は切り落としや小間切れなどが販売の中心と
なっており、不振が続く。中旬以降、気温が低下した
ことで鍋関連の動きがよく、スライスやしゃぶしゃぶ用
の国産豚肉、鶏肉が好調となった。鶏肉には、前年の
鳥インフルエンザ発生からの反動増もみられたが、今
年も影響を懸念する声がきかれ始めた。加工肉は高
値傾向で不振が続いているとのコメントが多い。
　総菜の売上高は1131億6725万円（7・4%増）
で、全般的に好調が継続しており、中でも夕方以降
の販売が好調とのコメントが多かった。一方で、気温
低下もあり、これまで好調が続いていた揚げ物類の

伸びが鈍化しているとの指摘もみ
られた。米の高騰や包材などのコ
ストアップにより値上げに踏み切
る店舗もみられ、売上高の増加要
因となっている。新商品の開発、
出来たてや季節感の演出など、商
品力の磨き上げにより販売が好調
とのコメントも多くみられた。

　経産省北海道経済産業局は来年1月18～19日、
地域団体商標制度および北海道内の地域団体商標
登録産品をPRするため「北海道のごちそう祭」を実
施する。開催場所は、まるまるひがしにほん東日本連
携センター（さいたま市大宮区大門町1-6-1）、時間
は11～19時（最終日は17時まで）
　イベントでは、出展する5者が地域団体商標に登

「北海道のごちそう祭」を1月に開催、地域ブランド牛肉などが参加

録されている牛肉（しほろ牛やとうや湖和牛、十勝若
牛、びらとり和牛）や水産品について魅力を紹介する
とともに、試食や、ステーキ、ハンバーグなどの販売
を行う。
　北海道では農水産品を中心に43件（12月17日現
在）が地域団体商標に登録しており、今年度はびらと
り和牛など5件が新たに登録された。

◎スーパーマーケット統計調査
11月 全店 既存店 エリア別集計 既存店

前年同月比

総販売額 104,900,947 105.7% 104.3% 北海道・東北 104.1%
食料品 95,474,219 106.1% 104.5% 関東 105.3%
生鮮３部門合計 35,454,182 106.1% 104.4% 中部 103.2%
青果 14,331,749 108.2% 106.7% 近畿 103.2%
水産 8,544,602 104.4% 102.7% 中国・四国 104.8%
畜産 12,577,831 104.8% 103.0% 九州・沖縄 102.9%
総菜 11,315,725 1047.4% 105.2%
日配 21,218,732 103.6% 102.3%
一般食品 27,484,580 107.5% 106.1%
非食品 6,892,709 102.2% 101.4%
その他 2,534,060 104.2% 104.2%
※集計企業270社・8402店舗
JSA（日本SM協会）全国スーパーマーケット協会 AJS（オール日本SM協会

前年同月比
売上高

◎スーパーマーケット統計調査
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青果 14,331,749 108.2% 106.7% 近畿 103.2%
水産 8,544,602 104.4% 102.7% 中国・四国 104.8%
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その他 2,534,060 104.2% 104.2%
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前年同月比
売上高

※集計企業 270 社・8402 店舗。JSA（日本 SM 協会）
全国スーパーマーケット協会 AJS（オール日本SM協会）

　農水省は18日、「食品産業の輸出向けHACCP
等対応施設整備緊急対策事業（令和6年度補正予
算）」の募集を開始した。
　同事業では、農林水産物・食品の輸出拡大を図る
ため、輸出向けHACCPなどの認定・認証の取得に
よる輸出先国の規制等への対応（交付率2分の1以

「食品産業の輸出向けHACCP等対応施設整備事業」応募開始ー農水省

内）に必要となる施設や機器の整備を支援する。な
お、募集の締切日は各都道府県により異なる。
　応募を検討する事業者は、各都道府県に事前に相
談した上で、締め切りまでに「事業実施計画書（案）」
（必要な添付書類を含む）および「輸出事業計画」
を各都道府県窓口に提出する。
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平均値
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カ タ ロ ー ス 4,362 4,825 5,887 4,744 10,385 3,834 4,050 4,652 4,146 7,558

カ タ 3,672 3,777 3,942 3,779 9,926 3,564 3,898 4,104 3,832 8,599

カ タ バ ラ 2,114 2,214 3,780 2,473 3,178 2,162 2,258 2,640 2,355 2,093

マ エ セ ッ ト - - - - 388 - - - - -

ヒ レ 8,389 9,720 10,260 9,477 1,612 9,180 10,161 10,340 9,976 3,029

ロ イ ン 5,670 6,319 9,280 6,587 3,065 5,292 5,400 6,102 5,503 6,350

ロイン セ ッ ト 5,952 6,480 6,884 6,395 2,835 - - - - -

ト モ バ ラ 1,728 1,986 2,669 2,055 12,224 1,866 2,441 3,242 2,460 12,306

ウ チ モ モ 3,888 4,211 4,445 4,240 3,255 3,771 4,104 4,428 3,975 2,768

シ ン タ マ 3,888 4,113 4,428 4,113 3,700 3,768 3,931 4,104 3,990 2,966

ラ ン イ チ 3,996 4,311 4,434 4,208 3,277 3,765 4,104 4,320 4,054 3,231

ソ ト モ モ 3,564 3,900 4,250 3,852 5,353 3,648 3,711 3,753 3,710 1,554

ス ネ 1,902 1,918 1,984 1,931 5,313 1,944 2,022 2,160 2,051 3,438

モ モ セ ッ ト 3,929 3,996 4,266 4,053 15,170 3,588 3,780 3,888 3,744 16,438

セ ッ ト 3,716 4,089 4,546 4,045 29,360 3,348 3,564 3,974 3,617 20,616

重 量 合 計          109,041          90,946

カ タ ロ ー ス 3,726 3,834 4,104 3,849 1,925 3,564 4,303 4,860 4,227 1,993

カ タ 3,672 3,834 4,154 3,842 2,160 - - - - 960

カ タ バ ラ 2,376 2,613 3,240 2,694 1,529 - - - - 514

ヒ レ - - - - 701 - - - - 621

ロ イ ン 5,079 6,264 7,560 6,326 1,237 - - - - 795

ト モ バ ラ 1,512 1,836 2,052 1,784 5,042 1,705 1,813 2,107 1,902 2,131

ウ チ モ モ - - - - - - - - - 494

シ ン タ マ - - - - - - - - - 639

ラ ン イ チ - - - - - - - - - 410

ソ ト モ モ - - - - - - - - - 596

ス ネ - - - - - - - - - 907

モ モ セ ッ ト 3,726 3,888 4,158 3,917 1,713 - - - - -

セ ッ ト 3,637 3,637 4,212 3,689 6,459 3,510 3,921 4,465 3,931 12,310

重 量 合 計          20,766          22,370

カ タ ロ ー ス 3,132 3,285 3,421 3,276 10,286 2,916 3,024 3,309 3,033 16,680

カ タ 2,268 2,600 2,779 2,603 8,662 2,268 2,466 2,592 2,469 13,183

カ タ バ ラ 1,429 2,187 2,457 2,116 3,732 1,404 1,547 1,836 1,537 4,519

ヒ レ 5,648 6,246 6,480 6,145 4,412 6,303 6,696 6,912 6,664 4,537

ロ イ ン 4,316 4,455 4,930 4,512 2,772 4,487 4,751 4,860 4,760 6,684

ト モ バ ラ 1,458 2,455 3,078 2,237 12,068 1,458 1,566 1,899 1,599 13,466

ウ チ モ モ 2,454 2,535 2,677 2,536 4,271 2,376 2,484 2,581 2,458 7,851

シ ン タ マ 2,484 2,592 2,899 2,638 4,481 2,376 2,538 2,660 2,539 6,914

ラ ン イ チ 2,506 2,592 2,862 2,601 4,940 2,391 2,538 2,655 2,539 8,773

ソ ト モ モ 2,214 2,214 2,376 2,244 3,288 2,160 2,376 2,484 2,343 7,405

ス ネ 1,512 1,620 1,663 1,585 2,819 1,480 1,597 1,652 1,578 7,819

モ モ セ ッ ト - - - - - 2,160 2,376 2,536 2,331 13,808

セ ッ ト 2,713 3,040 3,259 2,984 37,577 2,538 2,956 3,240 2,969 38,652

重 量 合 計          99,308          150,291

カ タ ロ ー ス 2,919 3,076 3,456 3,102 4,397 2,554 2,835 3,210 2,834 6,958

カ タ - - - - 922 1,615 1,782 1,935 1,757 7,657

カ タ バ ラ - - - - 430 - - - - -

三 角 バ ラ - - - - - 2,579 2,624 3,456 2,742 1,314

ブ リスケッ ト - - - - - 1,150 1,188 1,242 1,197 3,473

ヒ レ 5,105 5,269 5,616 5,296 2,494 4,860 5,091 5,941 5,310 4,049

ロ イ ン 3,137 3,294 3,456 3,262 1,340 2,824 3,348 3,724 3,344 4,700

ト モ バ ラ 1,242 2,697 2,820 2,343 5,631 1,129 1,171 2,970 1,381 7,812

ウ チ モ モ 2,052 2,160 2,267 2,168 3,466 1,890 1,922 2,052 1,947 8,291

シ ン タ マ 1,955 2,060 2,267 2,080 1,854 1,728 1,836 1,912 1,801 3,507

ラ ン イ チ 1,955 2,052 2,376 2,110 2,632 1,728 1,890 2,106 1,898 3,801

ソ ト モ モ 1,814 1,836 1,975 1,882 1,295 1,836 1,944 2,808 2,067 4,149

ス ネ 1,468 1,512 1,512 1,498 2,966 1,458 1,512 1,599 1,528 8,245

セ ッ ト 2,401 2,538 2,700 2,567 15,517 1,719 1,900 1,944 1,833 27,929

重 量 合 計          42,944          91,885

（単位：キロ当たり円、税込み、重量㎏）

［資料］　日本食肉流通センター週間市況　〈 和牛・交雑牛・乳牛チルド 〉
（令和６年 12 月１日〜 12 月７日）　
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圏
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畿
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州
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近
　
畿
　
圏

（令和６年 12 月１日〜 12 月７日）　
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東京・大阪枝肉相場、全国と畜頭数

［大阪食肉卸売市場］
枝肉卸売価格（生体）（１㎏当たり円、税込み）［ ］は豚規格

［東京食肉卸売市場］
枝肉卸売価格（瑕疵除く）（頭、１㎏当たり円、税込み）

［全国と畜概算頭数］
農水省統計部発表　（頭）　

５[ 極上 ] ４［上］ ３［中］ ２［並］１［等外］
和 雌 Ａ
（頭数）（　　　）（　　　）（　　　）（　　　）（　　　）

Ｂ
（頭数）（　　　）（　　　）（　　　）（　　　）（　　　）

和 去 Ａ
（頭数）（　　　）（　　　）（　　　）（　　　）（　　　）

Ｂ
（頭数）（　　　）（　　　）（　　　）（　　　）（　　　）

乳 去 B
交雑雌 B

C
交雑去 B

C
豚

（     月累計）
豚

成 牛 計
和 牛 雌
和 牛 去 勢
乳 牛 雌
乳 牛 去 勢
交 雑 雌
交 雑 去

東 京 円（前日　　　　　円）
大 阪 円（前日　　　　　円）

牛 豚 搬入牛 搬入豚 その他

と 畜 （競り） （相対）

売 買

上 中 取引頭数 市況
円 円 頭

［去勢牛 B3･2 規格　枝肉取引価格］　　　　

［豚・全農建値］　　　　

◇ 牛生体 ５ ４ ３ ２ １

和
牛

雌 Ａ 高値
安値
平均

頭 頭数
雌 Ｂ 高値

安値
平均

頭 頭数
去 Ａ 高値

安値
平均

頭 頭数
去 B 高値

安値
平均

頭 頭数

乳
牛

雌 Ｂ 頭 平均
雌 Ｃ 頭 平均
去 Ｂ 頭 平均
去 Ｃ 頭 平均

交
雑
牛

雌 Ｂ 平均
頭 頭数

雌 Ｃ 平均
頭 頭数

去 Ｂ 平均
頭 頭数

去 Ｃ 平均
頭 頭数

◇ 牛搬入 ５ ４ ３ ２ １
和 雌 Ａ

Ｂ
和 去 Ａ

Ｂ
乳 雌 Ｂ

Ｃ
乳 去 Ｂ

Ｃ
交 雌 Ｂ

Ｃ
交 去 Ｂ

Ｃ

◇ 豚 ［極上］［上］ ［中］ ［並］［等外］
生体 高値

安値
平均
頭数 (      ) (      ) (      ) (      ) (      )

搬入 高値
競り 安値

平均
頭数 (      ) (      ) (      ) (      ) (      )

搬入 高値
相対 安値

平均
頭数 (      ) (      ) (      ) (      ) (      )

と 畜 牛　　 　頭 豚　　　 頭　 牛概況
売 買 牛 　　　頭 豚 　　　頭 豚概況

60 249 もちあい
66 368 もちあい

 214 

 2 

 69 

 2 
 - 
 - 
 3 
 8 

 41 

 6 

 12 

 2 

-  918  923  910  918 
-  616  572  433  86 

 691  642  623  577  501 
 1  373  426  206  93 
 -  -  -  -  - 
 -  -  -  -  - 
 -  -  -  -  - 
 -  -  -  -  - 
 -  720  688  666  475 
 -  719  677  666  302 
 -  720  685  666  396 
 -  4  4  2  13 

2,757 2,526 2,160 - -
3 5 1 - -
- - - - -
- - - - -

2,859 2,468 - - -
14 6 - - -

2,549 - - - -
1 - - - -
- - - - -
- 1,838 - - -
- 1,732 - - -
- 1,822 1,712 - -
- 1,805 1,707 1,620 -
- 512 510 510 487

 2,624  1,681  1,404  1,288  - 
 -  -  1,254  1,226  - 

 2,653  2,469  2,170  -  - 
 -  -  -  -  - 
 -  -  -  866  777 
 -  -  -  811  749 
 -  -  -  -  - 
 -  -  -  -  - 

 1,969  1,656  1,546  1,348  - 
 -  -  1,340  1,202  - 

 1,845  1,755  1,621  1,380  - 
 -  -  1,492  1,336  - 

 5,951  3,297  -  -  - 
 2,312  2,326 -  -  - 
 3,522  2,581  2,216  -  - 

 195  18  1  -  - 
 -  -  2,058  -  - 
 -  -  1,830  -  - 
 -  -  1,963  -  - 
 -  -  2  -  - 

 3,147  2,566 -  -  - 
 2,377  2,379  -  -  - 
 2,625  2,462  2,080  1,620  - 

 57  10  1  1  - 
 -  2,268  -  -  - 
 -  2,172  -  -  - 
 -  2,216  -  -  - 
 -  2  -  -  - 
 -  -  -  -  - 
 -  -  -  -  - 
 -  -  -  1,191  - 
 -  -  -  1,192  - 

 1,792  1,770  1,601  1,298  - 
 2  17  20  2  - 
 -  1,666  1,492  -  - 
 -  1  5  -  - 
 -  1,755  1,678  1,599  - 
 -  4  7  1  - 
 -  1,621  -  1,476  - 
 -  1  -  1  - 

 430  1,047  - 
 430  1,099  320.0  -  23  59 

77,100 73,200 1,131,300
3,940 4,750 85,580

740 1,370 21,050
850 1,050 24,110
610 820 11,950
640 440 8,670
390 450 8,970
710 620 10,700

1,526 1,581
1,613 1,696

12 月 23 日 12月 20日 12

645 619 1,368 急落

12 月 23 日

12 月 23 日

12 月 23 日

12 月 23 日
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※日本食肉流通センター：①数値はすべて記載日期間中（１週間分）に収集した累積データをもとに算定しており、直近１週間の状況を示して
いる。②重量ベースでみた価格の分布。代表値は「重量中央値」であり、参考値として「第１四分位値」「第３四分位値」「刈込み平均値」を算定。
③収集した取引価格データ（単価・重量）を単価の低いものから順に並べ替えた上で取引重量を累積し、総取引重量のちょうど 50％に位置す
る単価を「重量中央値」。最低価格から順に累積したデータを４等分し、最初の境界に位置する単価を「第１四分位値」３番目の境界に位置す
る単価を「第３四分　位値」という。「刈込み平均値」は、第１四分位と第３四分位の間の重量ベースの平均値（加重平均値）。

各地の豚枝肉、豚部分肉、食鳥相場

［日本食肉流通センター］
豚カット肉［Ⅰ］（１㎏当たり円、税込み、重量㎏）

［食鳥正肉日経相場］
荷受売値平均値（㎏当たり円、税抜き）

［農水省統計情報部食鳥市況］　           
　㎏当たり円、税抜き

［主要市場豚枝肉卸売価格］　　            　 　　　（１㎏当たり円、税込み）

注：北海道はホクレン大卸売価格で、前日の全道と畜頭数。東京、横浜、京都の前日は 21 日。

上加重 （前　日） 中加重 （前　日） と　畜 上　場 市　況
北 海 道 ［セ］ （ ） （ ）
仙 　 台 ［中］ （ ） （ ）
宇 都 宮 ［地］ （ ） （ ）
茨 　 城 ［地］ （ ） （ ）
群 　 馬 ［地］ （ ） （ ）
さ い た ま ［中］ （ ） （ ）
東 　 京 ［中］ （ ） （ ）
横 　 浜 ［中］ （ ） （ ）
山 　 梨 ［地］ （ ） （ ）
浜 　 松 ［地］ （ ） （ ）
名 古 屋 ［中］ （ ） （ ）
京 　 都 ［中］ （ ） （ ）
大 　 阪 ［中］ （ ） （ ）
神 　 戸 ［中］ （ ） （ ）
岡 　 山 ［地］ （ ） （ ）
広 　 島 ［中］ （ ） （ ）
福 　 岡 ［中］ （ ） （ ）

第 1 四　
分位値

重量　　
中央値

第 3 四　
分位値

刈込み　
平均値 取引重量

肩ロース
う　　 で
ロ ー ス
ば　　 ら
も　　 も
ヒ　　 レ
セ ッ ト

第 1 四　
分位値

重量　　
中央値

第 3 四　
分位値

刈込み　
平均値 取引重量

肩ロース
う　　 で
ロ ー ス
ば　　 ら
も　　 も
ヒ　　 レ
セ ッ ト

安　値 加重平均 高　値 販 売 量
（ｔ）

モ モ
ム ネ
◇大阪（３社）

安　値 加重平均 高　値 販 売 量
（ｔ）

モ モ
ム ネ

モモ肉 ムネ肉 手　羽　
モ　ト

手　羽　
サ　キ ササミ

高 値
安 値
平 均

◇東京（7 社）◇首都圏

◇近畿圏

総重量　　　　　　　　㎏

総重量　　　　　　　　㎏

648 648 - - - - もちあい
641 652 610 610 534 155 続落
680 699 650 669 1,933 56 続落
655 676 636 652 1,586 808 続落
663 657 544 531 2,564 390 小反発
644 662 617 651 295 294 下押し
642 651 623 630 1,047 1,099 続下押し
651 668 619 643 660 665 続落

- - - - 124 54 休市
632 637 568 589 494 35 下押し
595 659 587 610 995 311 下押し
602 638 588 606 128 99 もちあい
512 512 510 476 249 105 もちあい

- 630 - 617 148 - 上場なし
662 660 633 649 384 395 もちあい
607 619 544 579 239 182 反落
619 633 592 597 623 153 続落

1,137 1,300 1,350 1,273 86,941
734 810 850 798 125,834

1,080 1,227 1,288 1,206 104,277
1,254 1,317 1,393 1,309 157,504

745 805 824 794 186,097
1,125 1,326 1,520 1,287 11,550

997 1,034 1,058 1,031 865,160

1,268 1,350 1,404 1,346 79,717
702 753 810 750 105,942

1,117 1,190 1,268 1,193 106,244
1,269 1,342 1,426 1,332 143,716

713 734 779 737 166,868
1,112 1,218 1,301 1,219 10,084

945 988 1,082 1,002 154,261

1,537,363

766,832

689 739 852 162
372 410 509 138

692 748 1,030 8
384 439 590 4

994 625 550 600 650
707 391 290 360 350
749 421 - - -

12 月 23 日

12月 16日〜 12月 22日 12 月 20 日

12 月 20 日
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